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高
知
城
の
南
側
は
官
庁
街
と
な
っ
て
お
り
、
城
の
追

手
門
か
ら
東
側
に
延
び
る
大
通
り
「
追
手
筋
」
の
周
辺

は
江
戸
時
代
か
ら
中
心
街
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
あ

た
り
を
歩
け
ば
、
学
校
や
博
物
館
な
ど
の
文
化
・
教
育

施
設
が
集
中
す
る
緑
濃
い
エ
リ
ア
と
、
多
く
の
商
店
が

軒
を
並
べ
る
帯
屋
町
な
ど
の
エ
リ
ア
が
隣
り
合
い
、
高

知
ら
し
い
日
々
の
暮
ら
し
の
息
吹
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

新
図
書
館
等
複
合
施
設「
オ
ー
テ
ピ
ア
」
は
、
昭
和
四
十

年
代
に
建
て
ら
れ
、
狭
隘
化
、
老
朽
化
が
課
題
だ
っ
た

高
知
県
立
図
書
館
と
高
知
市
民
図
書
館
本
館
を
合
築
し

た
「
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館
」
と
「
オ
ー
テ
ピ
ア
高

知
声
と
点
字
の
図
書
館
」、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
を

備
え
る
「
高
知
み
ら
い
科
学
館
」
の
二
館
を
加
え
る
複

合
施
設
で
あ
る
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
世
代
を

超
え
て
様
々
な
人
々
の
交
流
が
深
ま
り
、
県
内
の
生
涯

学
習
や
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　

建
築
設
計
は
佐
藤
総
合
計
画
と
ラ
イ
ト
岡
田
設
計
に

よ
る
設
計
Ｊ
Ｖ
。「
今
回
は
県
と
市
の
図
書
館
を
合
築

す
る
と
い
う
、
全
国
初
の
ケ
ー
ス
で
す
。
施
工
面
で
も

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
り
ま
す
」
と
語
る
の
は
大

成
・
ミ
タ
ニ
・
有
生
Ｊ
Ｖ
の
竹た

け

蓋ふ
た

慎
二
所
長
。
こ
れ
ま

で
全
国
の
文
化
施
設
の
現
場
を
数
多
く
踏
ん
で
き
た
経

験
が
、
こ
の
現
場
で
存
分
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

全
国
初
の
図
書
館
合
築
で
人
の
交
流
を
深
め
る

Site Discovery

発見
現場

文：清水 潤　写真：特記以外は山田新治郎

四
つ
の
知
が
連
携
し
、

大
き
な
樹
を
表
す
施
設
を
実
現

新
図
書
館
等
複
合
施
設
建
築
主
体
工
事

高
知
城
を
中
心
と
す
る
城
下
町
と
し
て
発
展
し
、激
動
の
歴
史
に
彩
ら
れ
た
街
、高
知
。

こ
の
中
心
市
街
地
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
、完
成
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る「
オ
ー
テ
ピ
ア
」の
建
設
が
進
む
。

老
朽
化
し
た
高
知
県
立
図
書
館
と
高
知
市
民
図
書
館
本
館
を
新
た
に
合
築
し
、

「
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
声
と
点
字
の
図
書
館
」「
高
知
み
ら
い
科
学
館
」を
加
え
る
複
合
施
設
で
、

県
民
・
市
民
の
知
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
担
う
。

機
能
と
と
も
に
、「
大
き
な
樹
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
す
る
技
術
難
度
の
高
い
現
場
を
訪
ね
た
。

2017年7月中旬、防水工事が進む「オーテピア」の屋上。ドーム屋根は「高知みらい科学館」のプラネタリウム。
屋上からは敷地が面する追手筋を西へ600ｍほどの距離にある高知城の天守（国の重要文化財）を望むことができる。

高知市の中心市街地に位置する現場。西側のヤードの面積が限
られるなかで建設が進む。
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階
数
は
地
下
一
階
、
地
上
九
階
建
て
で
、
中
間
階
免

震
を
採
用
し
、
一
階
と
二
階
の
間
に
免
震
層
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。「
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館
」
は
二
階
か
ら

七
階
ま
で
二
層
分
の
三
つ
の
フ
ロ
ア
か
ら
成
り
、
そ
れ

ぞ
れ
二
層
吹
抜
け
空
間
の
コ
ア
部
分
に
二
階
建
て
書
庫

を
設
け
る
と
い
う
特
徴
的
な
構
成
。
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
一
階
に
は
「
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
声
と
点
字
図
書
館
」、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
設
け
る
「
高
知
み
ら
い
科
学
館
」

は
八
階
に
位
置
し
て
い
る
。「
図
書
館
は
中
央
部
が
が

っ
ち
り
と
固
め
ら
れ
、
樹
の
幹
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
竹
蓋
所
長
。
設
計
コ
ン
セ
プ

ト
で
は
三
つ
の
図
書
館
と
科
学
館
の
四
つ
の
知
が
集
ま

る
施
設
が
「
大
き
な
樹
」
に
た
と
え
ら
れ
、
二
階
以
上

を
ル
ー
バ
ー
で
包
む
や
わ
ら
か
な
表
情
の
デ
ザ
イ
ン
だ
。

　
「
ル
ー
バ
ー
に
は
Ｇ
Ｒ
Ｃ
木
目
化
粧
パ
ネ
ル
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
建
物
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、

施
工
上
も
っ
と
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
箇
所
で
も
あ
り
ま

す
」。
Ｇ
Ｒ
Ｃ
は
ガ
ラ
ス
繊
維
補
強
セ
メ
ン
ト
の
こ
と

で
、
高
知
県
産
杉
の
美
し
い
木
目
板
か
ら
ゴ
ム
型
枠
を

つ
く
り
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
を
吹
き
付
け
て
同
じ
木
目
の
成
形
パ

ネ
ル
を
約
一
、〇
〇
〇
枚
製
作
し
た
。
ゴ
ム
型
枠
の
原

形
の
板
に
木
目
を
浮
き
出
さ
せ
る
「
う
づ
く
り
」
を
施

し
た
と
い
う
凝
り
よ
う
だ
。
フ
ッ
素
樹
脂
塗
装
に
よ
る

彩
色
も
木
肌
の
色
を
再
現
す
る
た
め
に
微
妙
に
異
な
る

五
色
展
開
に
。
こ
れ
を
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
す
る
こ
と
で

GRC（ガラス繊維補強セメント）の木目化粧パネルを取り付けた外装。重量300㎏のパネルを取り付けるため、
足場外から庇の奥の設置位置までスムーズに取り込む特殊工法を開発。5色の塗装を施し、木肌の雰囲気を再現している。

自
然
味
の
あ
る
雰
囲
気
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

一
方
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
パ
ネ
ル
の
サ
イ
ズ
は
高
さ
三
㍍
、
幅

一
・
二
㍍
ほ
ど
で
、
重
量
は
三
〇
〇
㌔
。
取
り
付
け
作

業
は
困
難
を
極
め
た
。「
外
側
か
ら
ク
レ
ー
ン
で
簡
単

に
取
り
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
で
す
。
各
階
に

庇
が
巡
ら
さ
れ
、
曲
線
を
描
い
て
い
る
部
分
も
あ
る
の

で
、
取
り
付
け
位
置
が
深
く
、
一
定
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
部
屋
内
は
窓
際
に
パ
ネ
ル
一
枚
ご
と
に
固
定
用
の

「
大
き
な
樹
」の
イ
メ
ー
ジ
が
宿
る
外
観
を

Ｇ
Ｒ
Ｃ
パ
ネ
ル
で
実
現

工事概要

発注者：高知県教育委員会
設計者：�佐藤総合計画・ライト岡田設計 

設計業務共同企業体
施工者：�大成・ミタニ・有生 

特定建設工事共同企業体
工　期：�平成26年7月5日〜 

平成29年12月15日
施工場所：�高知県高知市追手筋2-1-12
主要用途：�図書館、プラネタリウム、 

科学館、駐車場　他
敷地面積：6,605.76㎡
建築面積：4,216.26㎡
延床面積：22,797.25㎡
構造・階数：�RC+SRC+S造　地下1階 

地上9階　搭屋1階
オーテピアの南西側の外観パース。「大きな樹」をイメージしたデザインとなっている。GRC木目化
粧パネルで木の材質感を再現したルーバーで覆われている。西側には全国で3例目の円筒形の機械式
地下駐車場も設けられる。（提供：高知県教育委員会）

上／ GRCパネル取り付け作業の様子。特殊な
キャスターを装着したパネルをクレーンで揚重。
足場に渡したレール上を転がして設置位置まで取
り込む。（提供：大成・ミタニ・有生JV）
左／図書館の2階フロア。施工中の南側吹抜け
空間。内部にも曲線を描く庇が設けられている。
ルーバーの内部仕上げは高知県産杉の練り付け
材。



2017.10建設業界43 建設業界 2017.10 42

上／旧高知市民図書館本館の玄関に
張られていた高知県産大理石「土佐
桜」。現在は採れない貴重な大理石
を磨き直して再活用している。
左／高知県産杉材をドーム状に張っ
た天井を制作し、多目的スペースな
ど4カ所に設置。写真のエントラン
ス横のスペースには右手の壁面に大
理石「土佐桜」が張られる。

複雑な建物ですので、どうやっ
てつくるか検討する場面で、協

築本部・技術部、支店技術室からも有益
なアドバイスをもらいました。様々な
協力があったおかげで、無事に工事を
進めることができています。
　それに現場で感じたのは、高知出身
の人たちは真面目で仕事熱心な方々が
多く、取り組む姿勢が前向きなんです
ね。高知県の人がつくる建物はきっと
いいものができるという印象を強く持
ちました。

力会社1社だけでなく、2社、3社と一
度に集まって話し合いました。皆さん
が知恵を持っていますから、それを融
合させると必ずいい解決策が見つかり
ます。更に今回はGRCパネルの取り付
けや、多目的スペースのドーム天井の
製作、耐震天井、高強度高流動コンクリ
ートの施工などについて、大成建設建

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

免震層内に施工した現場打ちPC梁。梁の高
さ2.3ｍ、幅1.8ｍ、長さ18ｍに及ぶ梁の底
部のクリアランスが8.5㎝という異例の狭
さ。この寸法で型枠を設置・取り外すため
に、底部下に砂とスタイロフォームを敷き込
み、べニアの型枠を組んだ。コンクリートの
硬化後に砂を吸い出して取り外しを可能にし
たという現場の知恵の産物。

図書館2階から3階、2層吹抜けの天井部。高知県産杉材を集成し、意匠的
な木リブを取り付けている。オーテピアの天井は耐震天井になっている。

支
柱
が
立
っ
て
い
る
の
で
、
内
部
か
ら
の
施
工
も
難
し

い
。
そ
こ
で
、
特
殊
な
キ
ャ
ス
タ
ー
と
レ
ー
ル
を
組
み

合
わ
せ
、
足
場
の
外
側
か
ら
Ｇ
Ｒ
Ｃ
パ
ネ
ル
を
取
り
込

む
特
殊
工
法
を
開
発
し
ま
し
た
」。
足
場
か
ら
取
り
付

け
位
置
ま
で
Ｃ
形
鋼
の
レ
ー
ル
を
渡
し
て
お
き
、
パ
ネ

ル
に
キ
ャ
ス
タ
ー
を
つ
け
て
、
ク
レ
ー
ン
で
揚
重
。
職

人
が
取
り
込
ん
で
レ
ー
ル
上
を
転
が
し
て
い
く
。「
ま

と
め
て
取
り
込
み
、
横
ス
ラ
イ
ド
も
可
能
な
の
で
、
慣

れ
て
く
る
と
一
日
三
〇
枚
の
ペ
ー
ス
で
設
置
可
能
と
な

り
、
取
り
付
け
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
ま
し
た
」。
施

工
関
係
者
の
協
力
と
現
場
の
知
恵
を
大
い
に
活
か
し
、

確
実
で
精
度
の
高
い
施
工
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

内
部
の
仕
上
げ
も
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。
内
装
は
高
知

県
産
杉
の
練
り
付
け
合
板
を
特
注
製
造
し
、
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
て
い
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
旧
高
知
市
民
図
書
館
本
館
に
張
ら
れ
て
い
た
高

知
県
産
の
「
土
佐
桜
」
と
呼
ば
れ
る
四
億
二
、三
〇
〇
万

年
前
の
サ
ン
ゴ
化
石
を
含
ん
だ
貴
重
な
大
理
石
を
再
利

用
。
六
階
ホ
ー
ル
の
壁
は
高
知
独
特
の
伝
統
左
官
工
法
、

土
佐
漆
喰
の
鎧
仕
上
げ
を
用
い
る
。
伝
統
的
工
芸
品
の

土
佐
和
紙
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
細
や
か
な

技
術
を
ま
と
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
色
の
異
な
る

天
然
木
の
練
り
付
け
材
を
い
か
に
自
然
に
見
え
る
よ
う

配
置
す
る
か
な
ど
、
繊
細
な
感
覚
が
要
求
さ
れ
る
。

　

取
材
に
訪
れ
た
七
月
中
旬
は
こ
う
し
た
内
装
工
事
が

本
格
化
す
る
時
期
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
竹
蓋
所
長

は
着
工
当
初
か
ら
数
々
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
杭
工
事
で
は
支
持
層
の
深
さ
が
マ
イ
ナ
ス

二
八
〜
四
一
㍍
ま
で
、
高
低
差
が
一
〇
㍍
以
上
に
及
ん

で
い
た
。
実
際
に
打
ち
込
ん
で
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

の
が
地
下
の
状
況
だ
と
い
う
。
予
測
範
囲
を
超
え
て
、

杭
長
が
足
り
な
け
れ
ば
工
期
が
遅
れ
て
し
ま
う
が
、
幸

い
に
も
予
測
内
に
納
ま
っ
た
。
ま
た
、
二
階
の
床
梁
と

し
て
免
震
層
内
に
一
二
本
の
現
場
打
ち
Ｐ
Ｃ
梁
を
施
工
。

「
楽
に
施
工
で
き
た
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す

ね
」
と
快
活
に
話
す
所
長
の
言
葉
に
、
こ
の
現
場
の
複

雑
さ
、
難
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
い
ろ
い
ろ
な
ハ
ー

ド
ル
が
あ
る
建
物
の
施
工
を
、
ど
う
す
れ
ば
早
く
、
効

大成・ミタニ・有生特定建設工事
共同企業体
新図書館等複合施設建築主体工事
作業所長

竹蓋慎二
Shinji Takefuta

率
的
に
進
め
ら
れ
る
か
。
方
向
性
や
工
法
な
ど
多
く
の

側
面
か
ら
考
え
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
を
見
据
え
て
工

程
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
」。
施
工
の
全
体
像
を
構
想

す
る
所
長
の
力
量
が
、
現
場
を
順
調
か
つ
安
全
に
牽
引

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

中
心
市
街
地
で
の
施
工
と
あ
っ
て
、
近
隣
へ
の
配
慮

も
慎
重
に
な
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
の
学
校
へ
の
安
全
対

策
と
し
て
通
学
時
刻
に
は
大
型
工
事
車
両
は
現
場
に
入

ら
な
い
。
入
学
試
験
日
な
ど
に
は
工
事
音
を
極
力
抑
え
、

作
業
を
一
時
止
め
る
な
ど
対
処
し
て
い
る
。
八
月
に
は

県
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
が
四
日
間
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
、
観
光
客
が
集
中
す
る

た
め
期
間
中
は
思
い
切
っ
て
作
業
を
止
め
て
い
る
。
ま

た
、
追
手
筋
界
隈
は
古
く
か
ら
日
曜
市
が
開
か
れ
、
地

元
の
土
産
物
店
や
飲
食
店
が
集
ま
る
「
ひ
ろ
め
市
場
」

も
隣
接
。
日
常
的
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、
週
ご
と

の
工
事
内
容
と
騒
音
、
振
動
、
粉
じ
ん
な
ど
の
発
生
予

測
を
近
隣
に
メ
ー
ル
配
信
し
、
同
じ
内
容
の
お
知
ら
せ

看
板
も
設
置
。
た
い
へ
ん
良
好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。

　
「
こ
の
施
設
は
町
の
中
心
部
を
活
性
化
す
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
災
害
時
の
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
も
持
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
々
の
期
待
を
感
じ
、
現
場
を
挙
げ
て
工
事
を
進
め

る
毎
日
で
す
」
と
竹
蓋
所
長
。
工
事
関
係
者
全
員
の
努

力
が
実
っ
た
姿
が
公
開
さ
れ
る
日
も
近
い
。
知
的
、
文

化
的
な
取
組
み
を
核
と
し
て
人
材
育
成
に
情
熱
を
注
ぐ

高
知
で
、「
オ
ー
テ
ピ
ア
」
は
県
民
・
市
民
を
支
え
る

真
の
知
の
拠
点
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

高
知
県
産
の
材
料
、  

伝
統
工
法
を
活
か
す

近
隣
に
施
工
情
報
を
伝
え
、  

配
慮
を
尽
く
す

1階外周の柱と梁。打ち放しコンクリートの型枠の内側に杉の縁甲板を
セットし、木目を写し取った。木の根っこをイメージしたダイナミックな
造形である。


